
【実践例】
■共感したことをもとに提案させる授業－２、４に関連して－
１ 実践(中学２年生)の概要

(1) 実践の概要
常にタイムリーなコラム(下掲は○○新聞)の内容には多くの生徒が興味・共感・感動を示します。その共感

等を一歩進めて「提案」にする授業です。学習活動の流れは以下のとおりです。

【習得の力を育てます】 → → → 【活用の力を育てます】
コラム冒頭部 国語辞典 自分で答え合 共感した部分(好 コラムを熟読し、

分をひらがな文 を使って わせをする。 きな部分)を書き 熟考して、自分が
に直したものを 調べ、完 コラム全文の 出し、その理由 考えた「提案」と
漢字かな交じり 成する。 範読を聞き、 を書く。 その解説を書く。
文に直す。 黙読をする。

→ 【更に活用の力を育てます】 ここでの習得すべき内容は、「学年
４人一組で、書 学級で提案発表会を行う。発 別漢字配当表に示されている漢字を書

いたものを交流す 表者は発表後、その場で自分の き、文や文章の中で使うこと」である。
る。(読み合う時 グループ以外の者を指名し、感 活用については、知識や体験と関連
は会話なしで静か 想と質問を２分間で求め、質問 付けて自分の考えを形成し交流するこ
に読み合わせる) には１分間で答える。 とができれば活用できたと考える。

(2) 新学習指導要領との関連について
この実践は中学２年生において「読むこと」の能力を育成するため、第２学年の指導事項エ「文章に表れてい

るものの見方や考え方について、知識や体験と関連付けて自分の考えをもつこと」を言語活動例イ「説明や評論
などの文章を読み、内容や表現の仕方について自分の考えを述べること」を通して指導するものです。

なお、新学習指導要領には、「新聞の活用」が以下のように盛り込まれています。
○小５、６「読むこと」指導事項→「編集の仕方や記事の書き方に注意して新聞を読むこと。」
○中２「読むこと」指導事項→「新聞やインターネット、学校図書館等の施設などを活用して得た情報を比較する

こと。」
２ 主に習得の力を育てる学習活動 －【ワークシート資料Ａ】を使って－

①冒頭部分をひらがな文にしたものを漢字かな交じり文に直します。 → ②国語辞典を使って調べ、完成しま
す。 → ③自分で答え合わせをします。 → ④コラム全文の内容を理解しながらゆっくり黙読します。
→ ⑤次に内容を理解しながら範読を聞きます。
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３ 主に活用の力を育てる学習活動－【ワークシート資料Ｂ】を使って－
①ワークシート資料Ａのコラムを級友に紹介するために、コラムの中で説明が必要な語句(「ちなんだ」、「川

柳」、「恒例」等)を決め、国語辞典等で調べます。
②コラムの中で「いいな」、「共感できるな」という部分を書き抜き、その理由を書きます。
③コラムの内容をある程度飛躍させて、新しい自分の見方を「提案」として書きます。
④発表の際、級友からの予想される質問・反論を書き出し、その答えを書きます。
⑤４人一組で書いたものを交流します。
⑥「私の提案発表会」を行います。新しい自分の見方を「提案」として発表し、級友からの質問・反論にも対

応します。
【ワークシート資料Ｂ】

○○新聞 ２年 組 番〔 〕

１ 級友に説明しなければならない語句
(1) (6)

(2) (7)

(3) ( )

(4) ( )

(5) ( )

２ 私か『いいな』『共感できるな』と思った部分とその理由

このコラムの中で、私が「いいな」、「共感できるな」と思った部分は「
」です。 その理由は、

３ 私の提案 ※実際の提案例

１ 適度なユーモアを心がけましょう。
川柳とは、俳句と同じ５・７・５音からなる、こっけい、風刺を主とした無季、つまり季語の

ない短詩です。「たまったなあ お金じゃなくて 体脂肪」。お金がたまればいいのに、全然た
まらない、たまるのは体脂肪だけ、という意味だと思います。私は、きっとこの作者は自分の肥
満について自分の家族から明るく受け止められているのだと想像しました。なぜなら、もし病気
につながるような肥満で深刻な状態であったら、日々気分も落ち込み、このようなユーモアは表
現できないと思ったからです。逆に言うと経済的にも健康の上でも深刻な状態にある人やその家
族がこの川柳を見たらどう感じるのかと、考えてしまいました。

ユーモアと不愉快さは紙一重だと思います。人間同士のコミュニケーションにおいて、会話を
円滑にするためのものとしてユーモアがあると思いますが、度を過ぎると不快に感じる人もいる
ことを私たちは知っておかなければいけないと思います。ただ、私は、この作品は、適度なユー
モアがあり、頑張るサラリーマンを応援するすばらしい川柳だと思いますが皆さんはどうでしょ
うか。
２ どんな時も明るく生きましょう。

人生、山あり谷あり、という言葉がありますが、本当にその通りだと思います。私も、勉強も
部活動も友達関係もうまくいかず、本当に悩んだ時期がありました。「犬はいい 崖っぷちでも
助けられ」、この川柳に「みんなそうなのか」と救われた人が多かったと思います。崖っぷち犬
と聞いて「くよくよして過ごすのも１日、楽しく過ごすのも１日」、家の父がよくそう言ってお
酒を飲んでいたことを思い出しました。

「悲哀」や「困難」を、何くそ何とかなるさと笑い飛ばすしなやかさ、たくましさを私たちは
これからつけていかなければならないのではないでしょうか。確かに父が言うように泣いて過ご
すのも１日、笑って過ごすのも１日なのですから。そう考えると毎日父が冗談を言いながらお酒
を飲む気持ちが少し分かってきます。「このオレに あたたかいのは 便座だけ」、これは第
２０回サラリーマン川柳第２位の作品ですが、私も便座２号はいやだけれど、これからは少しは
優しくしていきたいと思います。
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